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昨
年
12
月
、
い
き
い
き
広
場
に
お
い

て
、
日
ご
ろ
か
ら
市
民
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
各
分
野
で
市
勢
の

伸
展
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
々
の
表
彰
と

市
行
政
の
遂
行
に
積
極
的
に
ご
援
助
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
対
す
る
感

謝
状
の
贈
呈
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

高
浜
市
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
市
勢

の
伸
展
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
神
谷
利
郎

氏
が
市
政
功
労
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。永

年
、
市
議
会
議
員
、
体
育
協
会
会

長
、
町
内
会
長
な
ど
と
し
て
市
民
福
祉

の
向
上
に
貢
献

市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方

鈴
木

孝
、
平
松
正
博
、
杉
浦
龍
志
、

荒
川
明
人
、
榊
原
和
惠
、
岡
本
忠
雄
、

神
谷
環
光

産
業
の
開
発
・
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

都
築
美
惠
子

民
生
の
安
定
に
貢
献
さ
れ
た
方

深
谷
正
己
、
山
本
鍾
児
、
神
谷
式
子

治
安
の
維
持
・
水
火
災
そ
の
他
災
害
の

防
護
に
貢
献
さ
れ
た
方

水
野
和
重

交
通
安
全
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
方

鈴
木

祐
、

田
善
一
、
深
谷

治

私
財
100
万
円
以
上
を
寄
附
（
負
担
付
の

寄
附
を
除
く
）
さ
れ
た
方

星
野
猷
二
、
㈱
豊
田
自
動
織
機

市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方

神
谷
孝
一
、
神
谷
義
昌
、
加
藤
孝
見

教
育
・
体
育
・
学
術
そ
の
他
文
化
の
振

興
に
寄
与
さ
れ
た
方

板
倉
智
代
、
神
谷
里
実

産
業
の
開
発
・
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方

板
倉
利
廣
、
杉
浦
信
八
、
内
藤
榮
一

民
生
の
安
定
に
寄
与
さ
れ
た
方

浅
岡
朝
清
、
岩
月
正
二
、
神
谷
詔
八

杉
浦
和
子
、
野
間
保
正
、
平
山
和
輝

保
健
衛
生
に
寄
与
さ
れ
た
方

辻

明
人

治
安
の
維
持
・
水
火
災
そ
の
他
災
害
の

防
護
に
寄
与
さ
れ
た
方

田
口

成
、
榊
原
雅
彦
、
神
谷
洋
平
、

中
根
哲
夫
、
杉
浦
良
太
、
内
藤
広
和
、

洲
上
慎
也
、
鈴
木
周
二
、
鈴
木
啓
介
、

鈴
木
保
則

交
通
安
全
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
方

佐
藤

啓

篤
行
者
で
特
に
市
民
の
模
範
と
な
る
方

川
角
和
子
、
杉
浦
磯
雄

私
財
30
万
円
以
上
を
寄
附
（
負
担
付
の

寄
附
を
除
く
）
さ
れ
た
方

中
村

彰
、
沓
名
光
子
、
N
T
グ
ル

ー
プ

一
般
表
彰

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

市
政
功
労
表
彰

感
謝
状

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

当日は陶芸作家神谷英介氏による講演
会がありました。

平
成
18
年
度

市
民
表
彰
式
開
催

問
合
せ
先
　
市
役
所
人
事
グ
ル
ー
プ

T
52
―
1
1
1
1
（
内
線
309
）

 


